
 

 

センター試験に向けて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 24 年 12 月

12 日（水）、ＲＫ

Ｂラジオ土曜日

21:00～23:00 に

放送されている

「 は っ ち ゃ

け！！」の番組に、

本校の美容専科コ

ースが取り上げら

れ3年生６人が出

演し、パーソナリ

ティーの高原知子

さんの取材を受け

ていました。 

News  Letter 
 

・キリスト教に基づく人格教育を行います。 
・専門教科による職業教育を行い、有能な人材を育成します。 

・自主独立の精神を養います。 

・国際交流による国際理解教育を行います。 

 
Ｓｉｎｃｅ １９３５  (昭和10年) 建学の精神 
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特別進学コース 

美容専科コース 

看護科・看護専攻科 

皆様におかれましてはつつがなく新しい年をお迎えのこととお慶び申

し上げます。日頃より本校の教育方針にご賛同とご協力をいただき深く感

謝申し上げます。本年も創立者の建学の精神にしたがって教職員一同全身

全霊を傾けて生徒の指導に取り組んで参ります。どうぞ本年もよろしくお

ねがい申し上げます。 

１月19日・20日の２日間、今年

度のセンター試験が実施されま

す。本校からは、特進コース、一

貫コース、普通コースが受験しま

す。10 月からのセンターに対応

した授業を通して培った実力を

十分に発揮してくれると思いま

す。 

製菓衛生師コース 

12月７日（金）、今年度２回目となる

看護教育講演会がありました。講師に

京都回生会病院看護部長の門真由美

先生をお迎えし、「良き職業人として

成長するために」～目指せ！すてきな

看護師～と題して講演をしていただ

きました。非言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を身

に着け、人を好きになり、笑顔をたや

さないことを常に考える素敵な看護

師になってくださいと激励をいただ

きました。 

教育講演会 

講
演
中
の 

門 

先
生 

ＲＫＢラジオ取材中 

取材を受ける 
3年大櫛沙彩さん 

平成 24 年 12 月 14 日（金）、

折尾西市民センターにおいて、

折尾西まちづくり協議会主催

の「クリスマスケーキ作り」が

あり、本校から5名の生徒がボ

ランティアで参加しました。 

ケーキ作りのお手伝

いをしている 
生徒たち 



普通科普通コース3年 永山 野乃花さん 
           （穂波東中学出身） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道路整備の整備に伴い鉄道の補充輸送として

大正から昭和にかけて乗合バスが登場し全国

では1921（大正10）年7400両が1927（昭和

元）年には32500両と４倍に増加し発達した

九州地区も昭和時代と共に営業開始が相次ぎ

当折尾地区の1935（昭和10）年の乗合バスの

現状は次のとおりであった。1944（昭和19）
年黒崎～折尾間に陣ノ原仮停車場（折尾駅管

理）が設置され、1945（昭和20）年６月廃止

され終戦の1945（昭和20）年８月15日折尾

操者場を開設（独立）した。1945（昭和20）
年６月戦時避難で門司管理部が折尾に移転さ

れ終戦後の1946（昭和21）年５月小倉に移転

し小倉管理部と改称された 
資料提供：田原耕作氏 

 

「折尾駅今昔物語」 第５回 エピソード⑤ 学園クリスマス 

12月20日（木）、キリスト降誕を祝う学園クリスマスがありました。

今年度は、日本キリスト教団八幡鉄町教会牧師の松谷曄介先生にクリ

スマスのメッセージをしていただきました。約 1000 人の学生生徒た

ちに、本当のクリスマスの意味を考えさせる講演でした。 

「幼稚園実習を終えて」 
2年 荻原 未来さん 
（水巻南中学出身） 

「11月６日（火）～９日（金）までの４日間、愛真幼稚園で

実習をさせて頂きました。この実習で学んだことは、いろん

な人に感謝して生きなければならないということです。実習

を終えた今実習を受け入れてくださった先生方や、まだ何も

できない私たちのことを先生と呼んでくれた園児たちに、と

ても感謝しています。先生方の子どもに対する言葉かけや動

きを見ていると子どもたちが毎日、安全に安心して過ごせる

ようにどれだけ細かいことにまで気を付けておられるのか

が分かりました。そして、私たちもこのような周りの人の配

慮のなかで育ってきたのだと感じました。実習では未満児の

ひよこ組を担当させていただきました。2 歳児の発達を考え

たカードゲームを作り、遊んでもらいました。子どもが楽し

めるように景品を作ったり、わかりやすい絵にしたり工夫し

ました。子どもたちはそのゲームをとても楽しんでくれ、か

わいい笑顔を沢山見ることができて嬉しかったです。」 

保育コース 

納税貯蓄組合法によっ

て設立された八幡税務

署管内納税貯蓄組合連

合会主催の「税について

の作文」において普通科

普通コースの永山野乃

花さんが入選し、12 月

14 日（金）に表彰され

ました。「公債金（国の

借金）」と題しての作文

は、毎年の国債発行に疑

問を感じ将来の日本の

在り方について述べて

いました。 

講演中の 
松谷曄介先生 

ページェント 
（降誕劇） 

「税についての作文」入選 


